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• 社会的背景

① 外国にルーツを持つ親子が直面している問題が複雑化かつ多様化。しかし支援・相談できるところは少ない。

② 外国にルーツを持つ親子が参加しやすい地域多文化交流活動が少ない。孤独感を感じやすい、自分のアイデンティティの揺らぎ

・ 活動の目的

①「週末エウレカ」の支援活動を通して、岡山市内における外国にルーツを持つ子どもの学力の向上

② 岡山市内における外国にルーツを持つ親子が多文化交流の居場所の提供

• 活動の概要

① 外国ルーツを持つ子どもに日本の文化、慣習を学ふ機゙会を提供する。

日本語会話のマンツーマン指導や個別の日本語や教科科目の宿題指導の提供

②「地球の歩き方」をテーマにした多文化共生活動の開催

多文化交流コミュニティの形成、インクルーシフの゙コミュニティ形成、安心出来る居場所つぐり

③ 親子の悩みまた生徒の進路などの相談

• 期待される効果

① 外国にルーツをもつ親子は、多国籍また異年齢集団の地域の人々を接触することで、彼たちに「社会関係資本」の拡大。②外国にルー
ツをもつ子どもへの日本語学習支援以外に、地域社会の「文化資本」である多国籍の外国人留学生による支援のモデル構築。③外国にルー
ツをもつ親子への居場所づくり④外国人大学院留学生生が社会活動やボランティア活動の実践により地域の活性化に貢献する。
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